S-PRGフィラー配合試作レジンセメントの機械的性質とフッ素徐放に関する研究 by Shiode, Shintaro
氏 名
学 位
専門分野の名称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目
学位論文審査委員
塩出 信太郎
博士
歯学
博甲第4728号
平成25年3月25日
医歯薬学総合研究科機能再生 ･再建科学専攻
(学位規則 (文部省令)第4条第 1項該当)
S-PRGフィラー配合試作 レジンセメントの機械的性'Eとフッ
素徐故に関する研究
松本 卓也 教授 鳥井 康弘 教授
吉山 昌宏 教授
学位論文内容の要旨
l
紺百.:
リン恨亜郵巨ヒメン トは従来-･から合着用セメン トとして用いられてきたが,それに代わ
ってカ/レポキシレー トセメン トやグラスアイオノマーセメン トなど肘質に接着す るセメ
ン トが州灘 され,朕合力だけでな く化学的な紡合力も応用できるようになった.一方,
セメン ト-のフッ化物のl化合は,二次 う他の兜生や爪Tu'J:TL:の抑制に･'i.f与 していると考え
られている,本イI-JF兜ではフッ化物L/)7,7?放性があると知られているSul･faceretction･type
Pre.ReactedGlass-ionomer(S･PRG)フィラーに虻田した.S･PRGフィラーは多機能
性ガラス(フルオロボロアル ミノシ リケー トガラス)と,ポ リカルボン酸 との修一収X･反
応が起こった反応生成物であるグラスアイオ ノマーI'r.･LIを含んでいる. こL/)相には多機稚
tJiガラスか ら17',i出 してきた各唖イオン (F-, A13+, SiO32･, SL･2+. Na+, Bo331)那,
ポ リカ/レボン佃のカルボキシル基とキ レー ト締 .ち-.することで トラップされた状TI_F':･で存在
してお り,これ らのイオンを徐J'IEす ることができ,:'i).その一方で,この相は水を含む水
81.ゲルになっていろことか ら機械的性即が粥く,他のフィラーを含む梯着性lu_史材料 と
比iltI'LeL,桃椛的1･J.I-'.1作が;F']る川下附 となっている. 出た,SIPRGフィラーはバイオアクテ ィ
ブな材料として知られ てお り,幽門腺化作用,酸総帥能,#･lIJI'h'の付.ri'･抑制rと抗プラー ク
形成tlEなど公有 している.
そこで本I')l･兜は,SIPRGフィラー配合 レジンセ メン トを.Jtjt作し,S･PRGフィラーがJlh･
も効.lJL的に作川する惟 含率をpr.'13!討す ることを 目的 として,機帖的性'PFを圧縮強さ,三点
曲げ必さ,lHlげ･31rt性:･l'; 't!tJ.･'LJi''r.A小FH,jJ.:摘 IL';･･ldiさのilLJ定によ り.iLIJ:価 し,さらにフ ッ素徐
放性 ,:L>フツ郭f;了ミ放量,フ ッ素 リチャージTriの州lrJrL'により評ltrliす ることとした.
材料及び方Iu三
S･pRGフィラーの配合串.を0,5,10,15,20,275,30wtfy'と変化せ て試作 レジンセメ
ン トを7種姐1:･出 した,PIl.含率が少ないほ うからJh'りこRCPRG-0,1,2,3,4,5,6と名
付けた.圧抑強さ, 仙げ強 さ, 帖 ヂ弾性};･1, '!牙JFi微小引舶稚新腺さの州/rLTではそれぞ
れの.iT't料を.Ill.:興 し,24rI川IJ水中侃:i･I.A;ij‖こIilLrlZEす る'lC O肝と,241lLIJ'{I'uJhq][机1.-した総,5℃
と55℃の水 中に交互に1分HJuk･fi-(Iす るサーマルサイクル(TC)を2O,000同_qi'･Hl:I/:に洲定す
るTC 20,000腔を"'Li･定 した.また各.M料IJi牝は10佃とした.I"pげ拭取 後に州 !･TfTi-面のiti-1li≡
型心子地■I.'Gl1脆(SEM)組':,E;を行い,1,.牙即納小引･jJn凄;lJ'･叔 さのLHLlIスir純にはSEMを用いて破
断而形憶の抑 仙を行った.フツIiJ.I;徐放丑の評価は6か月別に徐放 されたフツ;J'1.:徐放丑の!黙
秘 と､フッ化ナ トリウム水溶液に浸汁(1000ppm,5min)した)'Pj合のフッ素 リチャージ量
を洲定することにより評価 した.また各紙料数は5帖とした.
結果 と考察
圧縮試験の結果,TC O群,TC 20,OOO群 ともにRCPRG-0と比較 してRCPRG15とRCP
RG-6で有意に圧縮強さが低下 した.これは水和ゲルとなって■いるグラスアイオノマー相
を持ったS-PRGフィラーが多 く含まれることによるものと考えられた.またTCによって
圧縮強 さは低下 しなかった.これはTCによるT;l･J;碑が試料のJi'.面に限局 して起 こっていた
ため圧縮強さの低下を引き起 こさなかったと考えられた.曲げ試臓の結果,TC Oar･lF,T
C 20,000群 ともに有意な差が認められなかった.仙げ派さは表面性状の肝;.･JJ,r･を如く受け
ると考えられてお り,SEM観察の結果か らS･PRGフィラー配合による表面性状に差がな
かったためと考えられた.また,TC貞荷により川lげ強 さは低下したが,これはフィラ一一
表面のシランカップ リング剤の加水分解によるもの と考えられた.1｣吊ヂ弾性･吊ま,T(〕
0群,TC 20,000群 ともにS-PRGフィラー配合率がm加 しても有意な差は.i!･.)められなかっ
た, しか し,同 じS-PRGフィラー配合率の.r'u:1.,1･サーマルサイクル1:L荷の■打無で比雌す
るとすべての武料で有.･1:に帖下 した.仙げilil仕掛はフィラー配合率により;!i漕Ji･受ける
なかったと考えられた.TC(/I.荷によ りすべての配合:;'/iの試料で仙げ弾性率はli下した
が,これは吸水による影邪 と考えられた.故牙IF仁微小引･]JiJ'lI,膚軌 さは,TCOL仰,TC 2
0,000抑 ともにすべての配合率の試料で有意な差が認められなかった･またTCによって
も低下 しなかった.今回拙作 した レジンセメン トは前作プライマー を象牙IPl'-の机処Iri
として用いてお り,このプライマー と歯Jrlとの日.Rは必打).･日こ接着 していたことから峻･FT･強
さが低下 しなかったと考えられた.以上のことか らSIPltGフィラー20wt%(RCPRGl4)以
下の配合率の場合に機械的1･/1質に膨邪を与えない ことが示唆 された,
6か月間のフツ黙徐放血の州定の結果,RCPRG･0と比較 して,RCPRG-3,RCPRG-4,
RCPRG･5,RCPRG-6で有意にフッ素徐放Jtが増加 していた.またフッ素 リチャージ丘
はS･PRGフィラー配合i･と相関が認められた.以上のことからS-PRGフィラー15wt%(R
CPRG･3)以上の場合に1J-恵に多 くのフッ素をt,'F放することが示唆 された.
結輪
以上の結果より,20%のS-PRGフィラー配合率は機械的性質に形轡を与えず,かつSI
pRGフィラーを配合 しない碍合 と比較 して ll意に多くのフツfJ.I:･を徐放できることが示唆
された.
l学位論文審査結果の要旨
合苅用セメントの機械的性門は､修視物の予後を左右する要因の一つである｡また､二次 う蝕
抑恥Jのために合弟用セメント-フッ訳を配合することが注目されている｡ 本研究では､フ
ッ素のリリース､リチャージ能に優れているSIPRGフィラーに着目し､これをレジンセメ
ントに配合した場合の最適化条件の探索を目的に､S･PRGフィラーが試作レジンセメン ト
の機械的性質と､フッ;).･:徐放性に与えるl';･;,笹について検討 したO機械的性質は､圧縮強さ､
曲げ強さ､曲げ弾性率､象牙質微小引･lJj,接着強さを測定することにより評価 し､フッ素徐
放性については､Gか月間のフッ素徐放出とフッ素リチャージ量を測定することにより評価
している｡
本研究では､S･PRGフィラーの配合率を0-30wt%と変化せて試作レジンセメント,i･作処し
たO配合率が少ないほうから順にRCPRG-0,1,2,3,4,5,6と名付けたQ圧縮強さ､d｣冊 廉さ､
曲げ弾性率､象牙Jj･'-r微小引張接苛弛さの測定ではそれぞれの試料を作激し､24時間水中保管'(.ylに
測定するTCO群と､24時間水中保管した後､サーマルサイクル(TC),J-i20,000回負荷後に洲定す
るTC20,000群を設定した｡フッ素徐放丑の評肺は6か月間に徐放されたフッ素徐放畳の果樹と､
フッ化ナトリウム水溶確に浸漬した場合のフッ素リチャージ量を測定することにより評価した｡
圧縮試験の結果､TC O押､TC 20,000群ともにRCPRG-0と比較してRCPRG-5,6で有意
に圧鋪強さが低下したOまたTCによって圧縮強さは低下しなかった｡曲げ試験の結果､T
CO脚､TC 20,000群ともに有意な差が認められなかった｡曲げ弾性率は､TC O群､TC
20,00()群ともに･S-PRGフィラー配合率が増加 しても有意な差は醒められなかった｡しかし､
同じS-PRGフィラー配合率の試料をTC負荷の有無で比較するとすべての試料で有意に低
下した｡魯牙質微小引張接着強さは､TC O畔､TC20,00()群ともにすべての配合率の試料
で有意な差が認められなかった｡またTCによっても低下しなかった｡以上のことから本研
究の条件では､S･PRGフィラー20wt%以下の配合率の場合に機械的性JfFFに影響を与えな
いことが分かった0
6か月間のフッ素徐放量の測定の結果､RCPRG-0と比較 して､RCPRG･3,4,5,6で有意
にフッ素徐放量が増加 していた｡またフッ素 リチャージ量はS-PRGフィラー配合畳と相関
が認められたO以上のことからS-PRGフィラー15wt%以上の場合に有意に多くのフッ素
を徐放することが分かった｡
これらのことから､本実験の条件ではS-PRGフィラー20wt%の配合率で機械的性質に影響を
与えず､かつS-PRGフィラーを配合しない場合と比較して有意に多くのフッ素を徐放できること
が示された｡
以上の知見はS･PRGフィラーを配合したレジンセメントの臨床応用において重要な示唆を与
える有意義な研究であると考えるOよって､審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文とし
て価値を認める｡
